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皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
か
ね
て
よ
り
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
新
設
施
設
『
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
事
業
所 

貴
峯
荘
第
２
ワ
ー
ク
ピ
ア
』
を
平
成
28
年
６
月
１
日
に

開
設
す
る
と
と
も
に
施
設
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
そ
の
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
建
設
工
事
期
間
中
に
は
近
隣
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々
に
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
２
月
末
に
建
物
が
完
成
し
、
３
月
に
竣
工
式
、
５
月
に
内
覧
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
折
に
は
、た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
臨
席
・

ご
来
場
を
賜
り
、
温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
貴
峯
荘
第
２
ワ
ー
ク
ピ
ア
』
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
中
心
と
し
た
就
労
継

続
支
援
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
徴
と
し
ま
し
て
は
、
近
年
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界

の
大
勢
で
も
あ
る
『
清
潔
で
あ
る
』
こ
と
を
第
一
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
の

信
頼
を
得
る
と
と
も
に
、
働
く
利
用
者
・
職
員
も
『
健
康
』
で
『
安
全
』
な
作
業
が

提
供
で
き
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
を
目
指
し
、
施
設
な
ら
び
に
設
備
の
清
潔
保
持
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

職
員
・
利
用
者
の
方
々
が
共
に
汗
を
か
き
、
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
る
工
場
を
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
『
貴
峯
荘
第
２
ワ
ー
ク
ピ
ア
』
は
、
よ
り
多
く
の
障
害
の
あ
る
方
に
就

労
の
機
会
を
提
供
し
、
技
術
の
習
得
等
を
目
指
す
た
め
障
害
者
一
人
ひ
と
り
の
可
能

性
を
信
じ
、特
性
に
合
わ
せ
た
支
援
と
作
業
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

職
員
一
同
努
力
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
伊
勢
原
の
方
々
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
各

機
関
の
皆
様
方
に
は
、
さ
ら
な
る
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
峯
荘
第
２
ワ
ー
ク
ピ
ア　

所
長　
　
　

夏
井　

宏
之

貴
峯
荘
第
２
ワ
ー
ク
ピ
ア
の
開
設
と

施
設
長
就
任
に
あ
た
り

周囲には梨畑や梅林、
ぶどう畑がある環境です。

貴峯荘第 2 ワークピア
航空写真
（平成28年４月19日撮影）
伊勢原市岡崎 6530−１
TEL.0463-51-6044
FAX.0463-51-6045
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　昨年度末より貴峯荘に入職致しました。山口　葵
と申します。
　初めての就職、初めての現場と『初めて』がたく
さんあり、刺激を受けながら日々 お仕事をさせていた
だいております。これまで各課で研修をさせて頂きそ
れぞれの様子について学ばせて頂きました。各課とも
雰囲気がまったく違い障害者の支援という中でもいろ
いろな仕事があるということを学びました。そしてたく
さんの利用者の皆様と関わることができ、とても楽しく
感じています。気さくにあいさつをして下さったり、「山
口さん！」と声をかけて下さったりする皆様にたくさん
の元気をもらい私のパワーになっています。
　専門学校では保育を専攻していた為、生活支援
や介護の実践は初めてのことばかりでまだまだ戸惑う
ことも多くありますが、先輩方の熱心なご指導により
毎日が刺激となりたくさんの知識を見つけることが出来
ていると感じております。
　今後の目標としては、まずは技術・知識を身につ
け支援員として一人前になり、利用者の皆様との信
頼関係を築いていくこと。そして資格取得をしてスキ
ルアップしていくことを目標としていきたいと思っており
ます。いつかは自分の大きな目標でもある相談業務
に携われるようになれたらいいなと思います。
　まだまだ未熟な部分もたくさんありますが自分が成
長していけるよう、ひとつひとつを確実に学び頑張っ
ていきたいと思います。また、一日でも早くお力にな
れるようになりたいと思いますのでよろしくお願い致し
ます。

３月末より入職致しました。
　４月から５月までの２ヶ月間は、デイサービスで研修をさせていただきました。
　デイサービスは、月曜日から金曜日まで決まった利用者さんが利用してい
ます。
　朝、利用者さんが施設に来てから帰るまでの流れは大体決まっていて、
職員同士で協力しながら利用者さんの介助や支援にあたっている場面を、
私は研修中多く見ました。このことから、支援者が１日の流れを把握し、職
員同士で協力しながら介助や支援をしていくことは、利用者さんがサービス
を受けるにあたり、とても大切なことだと感じました。
　私は、利用者さんが施設で安心して過ごせるよう、職員間でコミュニケー
ションを図り、利用者についての情報を共有するなどして、職員同士で連携
をとりながら介助や支援をしていきたいと思います。
　また、６月から８月までの２ヶ月間は、入所施設の貴峯荘湘南の丘（なで
しこ）で研修をさせていただきました。
　なでしこは、常時介護を必要とする方が入所しています。
　入所施設はデイサービスと違い、利用者さんの人数も多く、勤務時間によっ
て業務内容が異なります。その為、職員間での利用者についての情報等は、
業務日誌や利用者関係、業務関係のノートを通して共有しています。
　私は、日々 利用者さんを支援していくにあたり、利用者さんの少しの変化
に気づき、そのことを的確に記録に残していくことは、利用者さんを支援し
ていく上でとても重要なことだと学びました。
　私はこれから利用者との様 な々コミュニケーションを通して、利用者の色々
な側面を知り、利用者が必要としていることを考えたり、見つけたりして支援
につなげていきたいと思っています。また、利用者の立場になって物事を考
え、利用者を理解しようとする姿勢や自分から利用者に働きかけていく姿勢
を忘れずに、利用者と関わっていこうと思います。
　まだまだわからないことや至らない点が多々あると思いますが、頑張ります
のでよろしくお願い致します。

このたび『安全性の向上』と
『作業環境の改善』を目的に、
洗濯棟の改修工事を行いました。

● 

平
成
28
年
６
月
、
神
奈
川
県
総
合

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
継
続
し
て
受
注

す
る
こ
と
と
、
よ
り
多
く
の
障
害

者
の
方
に
就
労
の
機
会
を
提
供
す

る
目
的
で
、
貴
峯
荘
第
２
ワ
ー
ク

ピ
ア
を
開
設
し
ま
し
た
。

● 

人
と
地
球
に
や
さ
し
い
最
新
の
設

備
を
整
え
た
作
業
環
境
で
、
障
害

者
の
皆
様
が
地
域
社
会
の一員
と
し

て
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

第２ワークピアが
　　オープンしました !!

このたび、第 109 代 神奈川県議会議長に
就任されました 森　正明 県議から祝辞を
いただきました。

平塚の皆さんが施設見学に来られました。

仕上げ作業場

３月７日に竣工式を開きました。
ご臨席いただいた皆様、
ありがとうございました。

主な内容

まだ少人数ですが
頑張って作業
しています。

支援第二課　やまゆり
	 	 山口　葵

支援第二課　なでしこ
	 	 池田　晶

新 人 介紹

新社会人
として

　貴峯荘の皆様、未熟者の私ですが、笑顔をた
やさず！をモットーに頑張ります。よろしくお
願いいたします。

支援第二課　やまゆり 井上　正子

　楽しいから笑うのではなく、笑うから楽しく
なる。そのような環境を自ら生み出せたら良い
なと思い、３月より毎日楽しく働かせて頂いて
います。ご指導よろしくお願い致します。

支援第二課　なでしこ 野坂　直子

　５月より入職しました。少しでも早く仕事に
慣れ、利用者さんと楽しく過ごせるように頑
張っていきたいと思います。よろしくお願いし
ます。

組立軽作業 永田　　信

　５月より採用になりました。１日も早く、仕
事になれるよう頑張っていきたいと思います。
よろしくお願いします。

支援第三課 及川　裕子

　３月に秦野養護学校を卒業して、就職しまし
た。まわりの先輩に教えてもらいながらがん
ばって作業しています。みなさん、よろしくお
願いします。

クリーナース 田淵　良太

　利用者の皆様の笑顔と優しさに支えられて楽
しく仕事をさせていただけることに感謝してい
ます。一日も早く仕事になれるよう頑張ります
のでよろしくお願いいたします。

第一貴峯館 南川　浩子

　４月より入職致しました高野です。年齢いっ
ての入職ですが一生懸命頑張りますので、よろ
しくお願いします。

クリーナース 高野　雅夫

洗濯棟改修・作業棟塗装防水工事

明るく、笑顔あふれる空間

になりました !!

① 内装を中心とした改修、天井材・床材の張り替え・壁の塗装
② プレス機・アイロン台の台数・設置場所を変更し、たたみエリアを拡大
③ その他、排気設備の更新、出入り口の改修、各部補修、外壁塗装など

作業場の
出入りも
スムーズに !
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写真で振り返る
　　貴峯荘の行事

天候にも恵まれ、お腹も満たされ
最高の一日でした。

おいしい食事も出ました屋上で歓談を楽しみながら

いざ勝負！！真剣です !!

桜満開の
キャンパスで
皆で記念写真

素敵な音楽演奏
にウットリ♬美味しい食事に

思わず笑顔が♪
職員も楽しく
頑張ってます !

色々な作品が飾って
あり、どの作品も素
晴らしかったです。

第２ワークピア所長から
丁寧な説明がありました。

５月 22 日

Yes 愛 Do!
６月 10 日

法人創立

第２ワークピア開所記念

バイキング

８月 19 日

夏まつり

６月 12 日

卓球競技会

６月２日

ポピー見学

一面に咲き誇る色鮮やかな
ポピーと一緒に記念撮影

満開の花にうっとりしました。

馬入・光と風とはなづつみ

金メダルおめでとう !!

５月 31 日

貴峯荘第 2 ワークピア

利用者見学会

夜空に花火が満開 !!

河野太郎衆議院議員に
ご挨拶をいただいて、
夏まつり開始です !

県立平塚農業高校吹奏楽部の楽しい演奏

諏訪町会の皆様と恒例の盆踊り、盛り上がりました。

UKDラフィネス・東海大学体育会
ソングリーダー部のソングリーディングです。

沢山の模擬店にひとだかり

子どもたちも大盛り上がりの
ジャンケン大会

相州平塚七夕太鼓保存会による
迫力のある和太鼓の演奏

貴峯荘第２ワークピア開所記念、
伊勢原名産品が当たりました。

花火はいつ
上がるのかな !?
楽しみです !!

４月６日

平塚農業高等学校

花見見学

８月 26 日

第 66 回湘南平塚

花火大会見物

私たちの笑顔でアジサイの
花も喜んでいるみたい

６月 14 日

花菜ガーデン

自分のカメラでも
沢山撮りました。

頑張って
作った
作品と
ともに…

８月

陶芸サークル

日頃の練習の
成果を球に
込めて

５月 29 日

神奈川県障害者スポーツ大会

陸上競技会
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平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告

　

平
成
28
年
度
は
、「
１
億
総
活
躍
社
会
」

を
目
指
す
新
三
本
の
矢
―
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆

円
、
子
育
て
（
希
望
出
生
率
１
．
８
）、
介

護
（
介
護
離
職
ゼ
ロ
）
―
の
う
ち
２
本
が
社

会
福
祉
に
直
結
し
、
福
祉
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
は
、
大
き
な
政
策
課
題
を

担
い
な
が
ら
、
同
時
に
自
ら
の
運
営
の
適
正

化
を
求
め
る
世
論
に
応
え
て
い
く
責
務
を
依

然
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
神
奈
川
県
厚
生
協
会
は
、

世
論
の
声
を
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
適
切
な
対

応
を
心
掛
け
る
と
共
に
、
地
域
社
会
と
の
絆

を
一
層
強
め
る
事
に
よ
っ
て
、
地
域
拠
点
施

設
と
し
て
の
基
盤
を
更
に
強
固
に
し
、
社
会

の
公
器
と
し
て
の
責
務
、
使
命
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
は
、
以
上
の
基
本
認
識
に
た
ち

つ
つ
法
人
の
運
営
に
つ
い
て
は
、「
第
二
次

中
期
行
動
計
画
」
の
着
実
な
推
進
に
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
組
織
の
要

と
し
て
、「
介
護
」、「
就
労
」、「
医
療
」、「
給
食
」

等
各
部
門
と
の
連
携
、
強
化
に
努
め
、
組
織

一
体
化
へ
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
「
法
人
本
部
事
務
局
」
は
、
現
法
人
使
用

地
の
取
得
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
更
な
る
整
備
拡
大
を
図

り
、
利
用
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
と
在
宅

障
害
者
の
自
立
を
促
進
し
ま
す
。

　
「
貴
峯
荘
」
は
、
利
用
者
支
援
を
充
実
し

ま
す
。
具
体
的
取
組
と
し
て
、
入
所
支
援
、

生
活
介
護
、
短
期
入
所
の
新
規
利
用
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　
「
貴
峯
荘
第
一
貴
峯
館
」
は
、
就
労
支
援
、

社
会
参
加
等
を
通
し
て
地
域
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
「
貴
峯
荘
ワ
ー
ク
ピ
ア
」、「
貴
峯
荘
第
２

ワ
ー
ク
ピ
ア
」
は
、
さ
ら
に
営
業
活
動
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
具
体
的
取
組
と
し
て
、
障

害
者
優
先
調
達
推
進
法
の
周
知
に
努
め
、
顧

客
の
新
規
開
拓
と
作
業
を
確
保
し
ま
す
。

　
「
貴
峯
荘
湘
南
の
丘
」
は
、
利
用
者
に
対

す
る
支
内
容
、
問
題
点
の
早
期
発
見
と
そ
の

解
決
に
向
け
虐
待
防
止
に
取
組
ま
す
。

　
「
貴
峯
荘
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
生
活
介
護
」

は
、
一
人
ひ
と
り
の
障
害
特
性
の
理
解
に
努

め
、個
々
に
合
っ
た
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、

日
中
活
動
の
拡
大
を
図
り
利
用
者
の
受
け
入

れ
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
「
貴
峯
荘
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
」

は
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
相
談
及
び
作

成
な
ど
、
き
め
細
か
い
支
援
に
努
め
、
新
た

な
事
業
形
態
と
し
て
、「
身
元
保
証
」
や
「
葬

送
支
援
」
等
の
実
施
体
制
を
研
究
し
ま
す
。

　

収
益
事
業
で
あ
る
「
厚
生
協
会
ク
リ
ナ
ー

ス
」
は
、
神
奈
川
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
事
業
団
の
再
整
備
に
関
連
し
て

事
業
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
は
、
貴
峯
荘
湘
南
の
丘
は
開
設

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

創
立
記
念
事
業
と
し
て
、
６
月
12
日
の
貴

峯
荘
創
立
記
念
日
に
、
和
洋
23
品
目
の
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
に
よ
る
昼
食
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
貴
峯
荘
湘
南
の
丘
10
周
年
記
念

号
を
発
行
し
て
、
10
年
間
の
様
々
な
思
い
出

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
10
周
年

記
念
夏
ま
つ
り
、
創
立
10
周
年
記
念
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
創
立
10
周
年
記
念
ク
リ
ス
マ
ス
忘

年
会
、
そ
し
て
、
創
立
10
周
年
を
記
念
し
て
、

永
年
勤
続
職
員
表
彰
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
職
員
一
同
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

理
事
長
へ
お
花
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
「
貴
峯
荘
」「
湘
南
の
丘
」
は
、
よ
り
質
の

高
い
施
設
入
所
支
援
・
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
し
、
医
療
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
利
用
者
個
々
の
特
性
に
応
じ
た
介
護

支
援
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
中
活
動
の
充
実
に
努

め
ま
し
た
。
平
塚
市
春
日
野
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
に
は
、
年
２
回
の
演
奏
会
を
開

催
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
陶
芸
教
室
を
復
活
さ
せ
日
中
活
動
の
充

実
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
他
、餅
つ
き
、

絵
画
、
書
道
、
茶
道
、
音
楽
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
「
貴
峯
荘
ワ
ー
ク
ピ
ア
」
は
、
就
労
継
続

支
援
事
業
Ｂ
型
と
し
て
、
障
害
者
優
先
調
達

推
進
法
の
効
果
的
活
用
に
も
さ
ら
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
神
奈
川
県

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
の
再
整

備
事
業
に
伴
い
、
障
害
者
雇
用
を
継
続
す
る

と
共
に
、
七
沢
学
園
利
用
者
の
実
習
場
所
を

確
保
す
る
た
め
に
、
貴
峯
荘
第
２
ワ
ー
ク
ピ

ア
の
設
立
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
貴
峯
荘

ワ
ー
ク
ピ
ア
の
老
朽
化
及
び
環
境
整
備
の
た

め
に
、
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
貴
峯
荘
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
（
生

活
介
護
事
業
所
）」
に
お
い
て
は
、
在
宅
の

利
用
者
の
日
中
活
動
の
充
実
及
び
入
浴
サ
ー

ビ
ス
等
の
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
相
談
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
の
相
談
及
び
作
成
な
ど
、
よ
り
一
層
の
支

援
に
努
め
ま
し
た
。

　

健
康
管
理
状
況
に
お
い
て
は
、
春
と
秋
の

二
回
に
亘
り
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
種
感
染
症
予
防
策
を
講
じ
、
職

員
研
修
の
実
施
及
び
来
所
者
用
マ
ス
ク
・
消

毒
機
器
等
の
配
置
、
手
洗
い
・
う
が
い
の
徹

底
の
ほ
か
、入
所
利
用
者
の
外
出
等
の
自
粛
、

家
族
等
へ
の
面
会
場
所
の
限
定
な
ど
可
能
な

限
り
の
感
染
予
防
に
万
前
を
期
し
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
は
皆

無
で
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
に
購
入
し
た
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
、
社
会
見
学
の
一
環
と
し
て
国
会
議

事
堂
見
学
に
行
き
、
議
員
食
堂
で
一
番
人
気

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
し
ま
し
た
。

資金収支計算書　　　　　　　単位：千円

勘　定　科　目 予算額 決算額 差　異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

就労支援事業収入 147,541 140,527 7,014 

収
　
入

自立支援費等収入 485,513 480,572 4,941 

利用者負担金収入 49,885 50,826 （941）

補足給付費収入 19,325 18,368 957 

その他の事業収入 4,952 10,240 （5,288）

借入金利息補助金収入 2,461 1,981 480 

経常経費寄付金収入 1,000 1,375 （375）

受取利息配当金収入 3,200 1,302 1,898 

その他の収入 24,350 23,212 1,138 

事業活動収入計（１） 738,227 728,403 9,824 

支
　
出

人件費支出 392,844 370,323 22,521 

事業費支出 94,594 87,461 7,133 

事務費支出 85,645 86,930 （1,285）

就労支援事業支出 116,042 121,625 （5,583）

支払利息支出 5,536 4,421 1,115 

その他の支出 0 399 （399）

事業活動支出計（２） 694,661 671,159 23,502 

事業活動資金収支差額（3）=（1）−（2） 43,566 57,244 （13,678）

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
入

施設整備等補助金収入 0 0 0 

設備資金借入金元金償還補助金収入 12,772 12,773 （1）

設備資金借入金収入 464,000 464,000 0 

施設整備等収入計（４） 476,772 476,773 （1）

支
　
出

設備資金借入金元金償還支出 28,929 30,443 （1,514）

固定資産取得支出 442,516 481,979 （39,463）

フィナンス・リース債務の返済支出 1,100 1,036 64 

施設整備等支出計（５） 472,545 513,458 （40,913）

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）−（５） 4,227 （36,685） 40,912 

経常収支差額（７）＝（３）＋（６） 47,793 20,559 27,234 

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

投資有価証券売却収入 252,278 252,000 278 

積立資産取崩収入 32,000 44,909 （12,909)

拠点区分間長期借入金金収入　　　 35,000 0 35,000 

事業区分間繰入金収入 0 0 0 

拠点区分間繰入金収入 23,687 0 23,687 

サービス区分間繰入金収入 0 0 0 

その他の活動による収入計（８） 342,965 296,909 46,056 

支
　
出
　

投資有価証券取得支出 252,278 252,306 （28）

積立資産支出 0 5,989 （5,989）

拠点区分間長期貸付金支出　　　 35,000 0 35,000 

事業区分間繰入金支出 0 0 0 

拠点区分間繰入金支出 23,687 0 23,687 

サービス区分間繰入金支出 0 0 0 

その他の活動による支出計（９） 310,965 258,295 52,670 

その他活動資金収支差額（10）＝（８）−（９） 32,000 38,614 （6,614）

予備費（11） 10,000 0 10,000 

当期資金収支差額合計（12）=（3）＋（6）＋（10）−（10） 69,793 59,173 10,620 

前期末支払資金残高（13） 246,763 

当期末支払資金残高　（12）＋（13） 305,936 

事業活動計算書　　　　　　　単位：千円

勘　定　科　目 決算額 前年度決算額 差　異

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
　
益

就労支援事業収益 140,527 151,969 − 11,442 

自立支援費等収益 480,572 471,104 9,468 

利用者負担金収益 50,826 52,739 − 1,913 

補足給付費収益 18,368 20,832 − 2,464 

その他の事業収益 5,441 2,846 2,595 

その他の収益 4,798 5,025 − 227 

経常経費寄付金収益 1,375 849 526 

サービス活動収益計（１） 701,907 705,364 − 3,457 

費
　
　
用

人件費 362,156 348,838 13,318 

事業費 87,461 90,779 − 3,318 

事務費 86,930 71,316 15,614 

就労支援事業費用 123,979 132,890 − 8,911 

減価償却費 60,267 70,063 − 9,796 

国庫補助金等特別積立金取崩額 − 31,944 − 33,911 1,967 

徴収不能額 0 0 0 

サービス活動費用計（２） 688,849 679,975 8,874 

サービス活動増減差額（３）=（１）−（２） 13,058 25,389 − 12,331 

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
　
益

借入金利息補助金収益 1,981 1,827 154 

受取利息配当金収益 1,303 1,726 − 423 

投資有価証券売却益　 0 0 0 

その他のサービス活動外収益 23,212 26,076 − 2,864 

サービス活動外収益計（４） 26,496 29,629 − 3,133 

費
　
　
用

利息支出 4,421 4,289 132 

投資有価証券売却損　 388 165 223 

その他のサービス活動外費用 399 452 − 53 

サービス活動外費用計（５） 5,208 4,906 302 

サービス活動外増減差額（６）＝（４）−（５） 21,288 24,723 − 3,435 

経常増減差額（７）＝（３）＋（６） 34,346 50,112 − 15,766 

特
別
増
減
の
部

収
　
益

施設整備等補助金収益 0 3,558 − 3,558 

設備資金借入元金償還補助金収益 12,773 12,773 0 

事業区分間繰入金収益 0 0 0 

拠点区分間繰入金収益 0 0 0 

サービス区分間繰入金収益 0 200,000 -200,000 

特別収益計（８） 12,773 216,331 -203,558 

費　　

用

固定資産売却損及び処分損 0 3 -3 

国庫補助金等特別積立金積立額 12,773 17,288 -4,515 

事業区分間繰入金費用 0 0 0 

拠点区分間繰入金費用 0 0 0 

サービス区分間繰入金費用 0 200,000 − 200,000 

特別費用計（９） 12,773 217,291 − 204,518 

特別増減差額（10）＝（８）−（９） 0 (960) 960 

当期活動増減差額（11）＝（７）＋（10） 34,346 49,152 − 14,806 

繰
越
活
動
差
額

前期繰越活動収益差額（12） 210,461

当期末繰越活動収益差額（13）＝（11）＋（12） 244,807

その他の積立金取崩額（14） 332,000

その他の積立金積立額（15） 8,698

次期繰越活動増減差額 (15）＝（13）−（14） 568,109

貸　　借　　対　　照　　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

資　産　の　部 当年度末 前年度末 増　　減 負　債　の　部 当年度末 前年度末 増　　減
流　動　資　産 604,406 290,280 314,126 流　動　負　債 362,237 102,696 259,541 
　　現金預金 241,837 174,660 67,177 　　事業未払金 47,641 34,384 13,257 
　　事業未収金他 112,685 108,086 4,599 　　その他の未払金 249,845 7,666 242,179 
　　未収金 50,119 6,908 43,211 　　１年以内返済予定借入金 37,636 29,657 7,979 
　　立替金 199,765 626 199,139 　　１年以内返済予定リース債務 1,037 1,037 0 

− − − 　　預り金他 944 1,467 （523）
− − − 　　仮受金 39 0 39 

固　定　資　産 2,510,306 2,099,883 410,423 　　賞与引当金 25,095 28,485 （3,390）
　　　　　基本財産 1,600,564 1,272,675 327,889 固　定　負　債 814,645 363,016 451,629 
  基本財産特定預金 1,000 1,000 0 　　設備資金借入金 724,634 299,056 425,578 
　　　　現　　　金 　　リース債務 1,296 2,333 （1,037）
　　　　土　　　地　　　 245,992 215,992 30,000 　　拠点区分間長期借入金 45,448 10,448 35,000 
　　　　建　　　物 1,353,572 1,055,683 297,889 　　退職給与引当金・慰労金 43,267 51,179 （7,912）
その他の固定資産 909,741 827,208 82,533 負　債　の　部　合　計 1,176,882 465,712 711,170 
　構　築　物 32,410 13,410 19,000 　基　本　金 36,000 36,000 0 
　機械及び装置 87,430 18,511 68,919 　国庫補助金等特別積立金 552,689 573,656 （20,967）
　車両・器具備品他 18,087 19,408 （1,321） 　その他の積立金 781,031 1,104,334 （323,303）
　投資有価証券 653,406 653,488 (82）

　次期繰越活動増減差額 568,109 210,461 357,648 
　拠点区分間貸付金 45,448 10,448 35,000 
　退職給付引当資産 43,266 51,178 （7,912） 　　　（うち当期活動増減差額） 34,345 49,152 （14,807）
　その他の固定資産 180 180 0 純資産の部合計 1,937,830 1,924,451 
　積立預金 29,512 60,585 （31,073）

負債及び純資産の部合計 3,114,712 2,390,163 
資 産 の 部 合 計 3,114,712 2,390,163 724,549 
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編 集

記後

　今回の貴峯だよりの編集作業を進めている最中、県内の障害者入所支援施設で痛ましい事件が発生し、多くのご利用者の方々が犠牲とな
りました。犠牲者ならびにそのご家族に心より哀悼の意を表するとともに、施設の皆さまが一日も早く落ち着いた生活に戻れますようお祈
りいたします。今回の事件を受け当法人といたしましては、関係機関並びに近隣自治会のご協力をいただきながら、従来からの警備・防犯
体制をより一層強化しつつ、職員の防犯意識の向上に取り組んでまいります。
　これからも、ご利用者・ご家族・職員が安心して利用できる施設づくりを目指してまいりますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　貴峯だより編集委員会

（
社
福
）
県
西
福
祉
会

理
事
長

松
本　

信
輔

（
社
福
）
進
和
学
園

理
事
長

出
縄　

雅
之

神
奈
川
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会　

神
奈
川
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

会
長

鈴
木　
　

暢

（
社
福
）
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団

理
事
長

笠
井　

郁
彦

（
社
福
）
ワ
ゲ
ン
福
祉
会

理
事
長

座
間　

富
蔵

（
社
福
）
阿
部
睦
会

会
長

阿
部　

絢
子

全
国
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会

会
長

阿
由
葉　

寛

㈱
田
中
建
築
事
務
所

代
表
取
締
役

阿
久
津
賢
次

積
水
ハ
ウ
ス
㈱
神
奈
川
シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン
支
店

支
店
長

石
井　

真
樹

（
社
福
）
平
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

木
川　

康
雄

（
社
福
）
神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団　

七
沢
学
園

園
長

赤
司　

伸
吾

（
社
福
）
清
和
会

理
事
長

淺
井　

一
志

（
社
福
）
清
和
会 

三
浦
し
ら
と
り
園

施
設
長

加
藤　

芳
明

（
社
福
）
阿
部
睦
会　

共
楽
荘

施
設
長

阿
部　

輝
雄

（
社
福
）
神
奈
川
県
社
会
福
祉
事
業
団

理
事
長

芦
澤　

敏
夫

（
社
福
）
厚
木
慈
光
会

理
事
長

天
利　

俊
介

（
社
福
）
な
ご
み
福
祉
会 

多
摩
川
あ
ゆ
工
房

施
設
長

飯
島　

克
巳

（
社
福
）
光
友
会

理
事
長

五
十
嵐
紀
子

（
社
福
）
光
友
会　

神
奈
川
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

施
設
長

平
澤　
　

清

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ひ
び
き

理
事
長

石
井　

憲
子

㈱
市
川
電
機

市
川　

郁
樹

諏
訪
町
会

会
長

稲
毛　

文
雄

（
社
福
）
緑
友
会　

理
事
長

岩
崎　

尊
之

㈲
岩
崎
商
事

岩
崎　

祥
行

（
社
福
）
三
育
福
祉
会

理
事
長

上
田　
　

健

（
社
福
）
三
育
福
祉
会 　

シ
ャ
ロ
ー
ム
浦
上
台

施
設
長

宇
都
宮
明
子

（
社
福
）
三
育
福
祉
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

シ
ャ
ロ
ー
ム

施
設
長

田
原
紀
美
子

（
社
福
）
伸
生
会

理
事
長

大
畑　

直
裕

神
奈
川
県
平
塚
ふ
じ
み
園

園
長

小
野
田
正
幸

（
社
福
）
素
心
会

理
事
長

片
平　

憲
司

（
社
福
）
共
生
会

理
事
長

川
瀬　

豊
子

（
社
福
）
共
生
会  

藤
沢
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

施
設
長

川
瀬　

和
一

（
社
福
）
常
成
福
祉
会

施
設
長

草
柳　
　

直

大
栄
産
業
㈱

代
表
取
締
役

木
村　
　

尊

（
社
福
）
寿
徳
会

理
事
長

久
保
谷　

勤

（
社
福
）
栗
山
会

理
事
長

栗
田　

敏
彦

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

フ
レ
ッ
シ
ュ　

理
事
長

栗
山　

實
子

㈱
イ
ン
タ
ー
バ
ル

代
表
取
締
役

弦
間　
　

勇

肥
沼
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
Ｆ
Ｐ
事
務
所

代
表

肥
沼
龍
一
郎

（
社
福
）
敬
和
会

理
事
長

小
島　
　

操

（
社
福
）
エ
ル
・
エ
ム
・
ヴ
ィ

理
事
長

小
林　
　

賢

㈱
ア
イ
コ
ー

代
表
取
締
役

湖
山　

和
英

（
社
福
）
浜
岳
福
祉
会

理
事
長

酒
井
か
ず
子

㈱
ニ
ク
ス

代
表
取
締
役
社
長

坂
本　

英
夫

（
社
福
）
県
央
福
祉
会

理
事
長

佐
瀬　

睦
夫

（
社
福
）
聖
音
会　

常
務
理
事

佐
竹　
　

敬

㈱
Ｋ
・
Ｓ
エ
ス
テ
ー
ト

会
長

佐
藤　

繁
夫

（
社
福
）
慈
恵
会

理
事
長

澤
田　

憲
一

（
社
福
）
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

篠
原　

正
治

エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
事
業
部

事
業
部
長

浅
井　

伸
宏

神
奈
川
県
立 

平
塚
養
護
学
校

校
長

柴
山　

洋
子

日
清
医
療
食
品
㈱
横
浜
支
店

支
店
長

島
川　
　

淳

（
社
福
）
さ
く
ら
の
家
福
祉
農
園

理
事
長

酉
水　

紘
一

（
社
福
）
ひ
ば
り

理
事
長

鈴
木
喜
代
美

神
奈
川
県
立 

秦
野
養
護
学
校

校
長

鈴
木　

正
一

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

あ
り
ん
こ
の
会

所
長

高
橋　

眞
木

（
社
福
）
日
辰
会

理
事
長

高
橋　

通
良

㈲
日
本
活
性
濾
過
工
業

代
表
取
締
役

田
島　

恒
夫

（
社
福
）
日
本
キ
リ
ス
ト
教
奉
仕
団 

ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

田
中　

誠
一

（
社
福
）
紅
梅
会

理
事
長

土
屋　
　

宏

シ
ー
バ
イ
エ
ス
㈱

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

都
築　

淳
一

（
社
福
）
富
士
美

理
事
長

富
所
不
二
枝

（
社
福
）
富
士
美　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

ヒ
ュ
ー
マ
ン

施
設
長

森
弘　
　

樹

（
社
福
）
す
ぎ
な
会

理
事
長

中
尾　

信
利

神
奈
川
県
立 

伊
勢
原
養
護
学
校

校
長

服
部　

潤
子

（
社
福
）
足
柄
緑
の
会　

理
事
長

林　
　
　

淳

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
カ
ミ
ヤ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
本　

隆
平

（
社
福
）
よ
る
べ
会

理
事
長

星
野　

泰
啓

（
社
福
）
よ
る
べ
会  

コ
ス
タ
二
宮

施
設
長

草
野　

広
和

キ
ン
グ
ラ
ン
メ
デ
ィ
ケ
ア
㈱

代
表
取
締
役
社
長

松
原　

達
也

（
社
福
）
つ
ち
や
社
会
福
祉
会

理
事
長

水
島　

米
子

㈲
ミ
ト
マ
開
発
設
計

代
表
取
締
役

三
苫　

俊
夫

（
社
福
）
小
田
原
支
援
セ
ン
タ
ー

理
事
長

望
月　

直
洋

（
社
福
）
至
泉
会

理
事
長

森　
　

三
郎

（
社
福
）
至
泉
会  

精
陽
学
園

園
長

市
川　

進
治

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

平
塚
４
Ｈ
の
会　

代
表

森
川　

幸
子

（
社
福
）
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部  

神
奈
川
県
済
生
会　

金
沢
若
草
園

園
長

諸
星
ま
り
子

（
社
福
）
偕
恵
園

理
事
長

柳
沢　

誠
一

山
王
総
合
㈱ 
代
表
取
締
役

竹
口　
　

真

エ
ト
ワ
ー
ル
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士

山
口　

高
行

㈱
静
岡
銀
行 

平
塚
支
店

支
店
長

横
山　

達
也

（
社
福
）
喜
楽
会

理
事
長

吉
川　

友
子

（
社
福
）
か
な
が
わ
共
同
会

理
事
長

米
山　

勝
彦

（
社
福
）
か
な
が
わ
共
同
会  

秦
野
精
華
園

園
長

原
田　

鉄
也

地
域
作
業
所
か
が
や
き

渡
辺　

徳
男

レ
モ
ン
ガ
ス
㈱
新
規
開
発
事
業
部

代
表
取
締
役

赤
津　

欣
弥

神
奈
川
三
菱
ふ
そ
う
自
動
車
販
売
㈱

代
表
取
締
役

清
水　
　

亨

（
社
福
）
よ
こ
す
か
黎
明
会

理
事
長

青
木　

恒
也

（
社
福
）
清
琉
会

理
事
長

原
田　

忠
洋

（
社
福
）
横
浜
共
生
会

理
事
長

村
松
紀
美
枝

（
社
福
）
淨
泉
会

理
事
長

西
田　

精
吾

金
旭
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

厚
生
委
員
会

福
岡
ゴ
ム
工
業
所

㈱
ア
ド
ワ
ン

静
岡
銀
行　

平
塚
支
店

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱　

平
塚
支
社

シ
オ
ン
薬
局　

諏
訪
店

大
栄
電
子
㈱

㈲
田
辺
ス
ト
ア
ー

い
ま
い
印
刷

㈱
安
江
設
計
研
究
所

（
福
）
常
成
福
祉
会　

丹
沢
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

伊
藤　

崇
博

諏
訪
町
会

稲
毛　

文
雄

富
士
見
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　
　

会
長

今
井　
　

弘

富
士
見
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

石
原　

幹
夫

富
士
見
公
民
館

坂
口　

哲
雄

高
山
医
院

高
山　

秀
明

税
理
士

鈴
木　

康
太

杉
浦　

靜
子

斎
木　

満
恵

塩
川　

利
雄

小
林　
　

充

大
津　
　

豊

落
合　

正
子

打
田　

行
男

端
山
美
代
子

山
口　
　

實

奥
田　

桂
子

小
澤　

保
代

松
谷
由
美
子

小
宮　

誠
司

上
野　

昌
良

岡
本　

豊
子

中
元　

春
一

宮
代　

明
信

元
評
議
員

柳
田　

好
子

元
評
議
員

宮
代　

明
信

元
評
議
員

岡
本　

豊
子

元
評
議
員

中　
　

淳
二

元
理
事

上
野　

昌
良

評
議
員

石
原　

健
次

評
議
員

今
井　
　

弘

評
議
員

鈴
木
美
智
子

評
議
員

竹
内　

幸
夫

顧
問

米
倉　

五
郎

理
事

金
田　

和
子

理
事

小
出　
　

茂

理
事

落
合　

文
雄

理
事

三
觜　

貴
義

理
事

山
﨑　

一
雄

監
事

小
澤　

正
敏

監
事

三
田　

昌
也

貴
峯
荘

有
志
一
同

貴峯荘
ホームページ
リニューアル

します !

　いつも貴峯荘のホームページ（http://kihoso.net/）をご訪問いただき、誠に有難うございます。只今、
ホームページを全面リニューアルしています。より見やすく、より使いやすいウェブサイトとなるよう、さらに
運営を進めて参りますので、よろしくお願いいたします。主なリニューアル点は、下記の通りです。

　１　 全体のデザインに統一感を出しました。今までの色を大切にしつつ、色によるまとまりが出て、さらに分かりやすく
なるよう色で統一感を出します。

　２　 訪問者が利用しやすいナビゲーション各種コンテンツが利用しやすいように、高い視認性と利便性の向上を図ります。

ご
厚
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

寄
付

（
敬
称
略
）


